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ペクチン醸醇に就て第10報
ベクチン置の分解と macerationの関係 (4)
沢 i閏
Kertesz(1)によればペクチン溶液 (pH3.2) 
を沸騰湯煎上K加熱する時、還元糖は殆ど増加
しないにも拘らや、粘度の下降は急:裁に起る。
polygalacturon酸は溶液K於て ((G)m)nの
ように会合して居り、加熱によって会合が解け
る錦に還元糖の箸しい増加を:来す事君主〈粘度が
下降する。 (G=galacturon酸、 (G)m=poly-
galacturonide)著者ωの実験では加熱によっ
て還元糖の増加は相当鯨箸K起った。しかし前
報では Kerteszと異りペクチン酸を用いたの
で更にペクチシとペクチン酸の両者の徴酸性溶
液に於る分解を比較した実験結果を報告する。
1.熱水によるペクチン質の分解
ペクチシ H (夏蜜柑 albedo よりペクチシ
A'めと同様に処理して調製した)及ペクチシ酸
Fの熱水による分解に就て実験した結果を第1
表に示した。
反階、液の調製、ペクチンHの2%水溶液にNjlO
NaOH液、 pH.2.9の時は N/I0HCl液を加
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えて pHを調節し水を加えてペクチγの濃度が
0.67%となるようにした。鹸化したペクチγH
の溶液をつくるには N/I0NaOHを2%ペク
チシ溶液 100mltz:対し 85ml添加し 300C tz: 
3時開放置した後 N/lOHClで pHを調節し
た。鹸化したペクチシH溶液は NaClを含む詩
鹸化し泣いペクチンH溶液に同一濃度の NaCl
を加えた反麿液も調製した。ペクチン酸Fの場
合は稀薄 NaOHtz:溶解し(ペクチン酸の濃度
2%、pH3.旬、之tz:N/I0 NaOH或は N/I0
HClを加えて pHを調節した。緩衝液は何れ
の場合も加えなかった。
反暗液〈ペクチシH叉はベクチン酸Fの0.67
%溶液)50mlを冷却器を付したフラスコ (100
ml)に取り、沸騰湯煎中に放置し、 980Cに温
度が上昇した時 (5分後)をOhr.とし一定時
間毎に反感液3mlを取って還元糖を定量した。
粘度及pHは反磨、液の一部を取ってぬ分聞に水
で 250Ctz:冷却した後測定した。
表
pH ，--寸〈。 1 2 4 6 8 
2.9l I NI田五P消R費量ml
2.9 一 一 2.9 一 2.9 
'‘L ク チ v H 。 0.10 0.23 0.40 0.58 0.74・
精度 1.659 1.513 1.407 1.265 1.217 1.170 
pH 3.6 8.6 3.5 8.丹 3.5 3.5 
，. ク チ 占〆 E王 3.6 N/50 12消費量ml 。 O.ll 0.23 0，37 0.51 0.63'. 
粘 首長 1.745 1.598 1.493 1.370 1.300 1.250 
pH 3.6 8.6 3.5 3.5 3.5 3.5 ，.、 ク ザ・ v H 
'1.6 N/50 I~ 消費量置 ml 。 0.10 0.20 0・35 0.51】 0，6C 
NaCIを33mg/50ml添加
粕 曹t 1.673 1.542 1.439 1.335 1.285 1.250 
pH 4.8 4.6 4.4 4.1 4.0 4.0 
，、 ク チ ;y H 4.8 N/OO 12消費量ml 。 0.13 0.28 0.52・事 0.70 0.84:: 
給 度 1.812 1，625 1.46l 1.343 1.250 1.205 
pH 4.8 4.6 4.4 4.1 4.0 4.0 ，. ク チ 品〆 H 
4.8 N/50 12消費量ml 。 0.12 0，26 0.50 0.69 0.82 
NaClを 9mg/50ml添加
粕 曹昆 1. 781 1.605 1.447 1.326 1.248 1.208 
(110) 【.学研究集39巻第3号 3←32買 1951)
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ベタチン溶液徴酸性を長時間加熱すれば加水
分解の他に種kの副反目震が(4)(t)箸くなると考え
られる需反感を8時聞に留めた。第I表に示し
た結果ではペグチシ溶液の分解は非常に不規則
で②る。之は水素イオンの濃度が低〈加熱中に
副反感の方が購買箸に起る事、ペグチシが純紳な
歎態では得られない幕、ペグチン質自身も混合
物でありω主要成分である polygalacturon酸
のカルボキシル室長が COOH，COO'， COOMe， 
COOCH:I等種kの形とたってゐる事等の理由
による震であるう。
上記の結呆からペタチン酸F叉はベタチンH
を鹸化したものは同じpHでは鹸化しないベグ
チンHに肢ぺて加熱によって十っと速に分解す
る。 Kerteszと箸者の前報の結巣の相遣は恐〈
Kerteszがペグチンを用い、著者がペグチン酸
を用いた震であらう。ペクチンの酸性溶液を加
熱する時 methylesterはとのように安定で
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1.26 1.56 
1.120 1.080 
4.4 4.4 
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ある。叉酸と熱の講に鹸化して出来て来るベク
チン酸は酸性溶液に不溶性である詩反態系外に
多少取出される形となる。従って tetraga冶c.
turon酸 (polyga 'acturon設)が未分解のま
ま残り、之をベクチシの棋と考えるようになっ
たのではなかろうかd川 polygalacturon酸は
ー般に反慮不活性と考えられてゐる。例えばベ
タチン質より polygalacturon酸を分離する
には普通HCl酸性溶液で加熱してaraban及
ga1.actan 在分解除去してゐる。併し poly-
ga~acturon 酸のカルホキシル基が methy\
erter とたってゐたい場合は arabangala-
ctan に較ぺて箸しく反融不活性とは言えない
ょうである。第i表ではpolYRalacturon酸が
溶液となってゐる場合(pH.2.9以上)、ataban
及 galactanの混合物に較ぺてかえって速に分
解するような結果となってゐる。
ペクチン酸F或はペグチンH溶液を鹸イじした
~ 31ー . (111) 
ものは pHの低い程速に分解する。鹸化しない
バクチシHでは普通の glycosideの加水分解
と様子が異り反慮速度は pH.4.8>pH. 2.9> 
pH.3.6の順序とたった。恐<polygぜactu-
ron酸の methyl基がとのような不規則な現
象の主な原因であろう。 pH4.8で分解の蓮い
わはペクチシが鹸化する震ではないかと想像さ
れるが鹸化の速度は pH2.9、4.8ではそんな
に著しい相違はないようでるる。
2.温水によるペクチン質の分解
350C 450C の恒温槽中で前の場合と同様の
実験を行った。但しとの場合はNjlONaOHの
代りに第二燐酸曹達溶液を添加して pHを5.4
K調節した。第2表にその結果を示した。
第 2
温度IpH ，--寸~I 。
pl王 5.4 
5.4 N/50 I2消費量ml 。
35"C 粕 度 1.G64 
1:… 。2.0 粕度 1.639 
pH 5.4 
5.4 N/50 I2消費量11 。
45"'C 粘 度 1.664 
lN/50I2消費量ml|
。
2.0 
粘度 1.639 
350Cでは還元糖の増加及粘度の下降は殆ど
起らや、450Cでは僅かに量化が認め包れた。pH
5.4の場合が pH2.0の場合より費化が著しいの
は前の熱水の場合と同じ傾向であった。
前報(ヨ〉で650CI'C於てペクチシ質は分解する
κも拘ら示、蒸溜水中で植物粂組織が mace-
ratiomないのは冠水現象が起る震であると考
えた。 0.3%穆酸アンモン溶液で冠水現象を防
ぎ乍ら馬鈴薯切片や皮麻を浸演ずれば 350Cで
は全然 macerationを起さや(7日間〕、 450C
では僅に macerateした。(7)0.3%穆酸アシモ
シ溶液中での macerationとペクチン質の分
解の温度像件は平行するように足、われる。
3.要約
1.ベクチン質の徴酸性溶液を加熱する場合、
主要成分でるる polygalacturon酸の分解速
度はカルボキシル基が遊離叉は塩類となってゐ
る場合 methylesterとたってゐる時に較ペて
やっと速い。
2. methylesterとなってゐない polygal-
acturon酸の加熱による分解速度は pHが低
い程遠い。ペクチン (polygalacturon酸の
methylester， araban及 galactanの混
合物)溶液の分解の速度は pH4.8>pH 2.9> 
pH 3.6の順序となり、 polygalacturon酸
の methyesterの加水分解反躍は普通の
glycosideの場合と多少異ってゐるようである
3.ペクチシ溶液の還元糖の増加及粘度の下
降と 0.3%穆酸アシモγ溶液中に於る植物柔組
表
24 72 120 168 
5.4 6.4 5.3 5.3 。 。 。 。
1.664 1.660 1.653 1.653 
。 。 。 。
1.631 1.631 1.629 1.631 
5.4 5.3 5.2 6.2 
0.02 0.04 0.06 0.09 
1.659 1.594 J.588 1.572 
。 0.02 0.02 0.03 
1.639 1.608 1.608 1.601 
織の macerationとの温度保件は平行するよ
うに思われる。
絡に懇切な御指導設に御校閲を賜った片桐先
生に深謝する。常本研究費は文部省科学研境費
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